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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部高齢福祉課住居支援係 

スローガン【健康職場 つくる まもるは みんなが主役】 

 

部署：住居支援係 

日時：平成２８年１１月７日（月） 

□環境 ・ □方法 ・ □部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・冬季期間はスロープが凍りやすいため、滑っ

て危険である。 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

・ゴミ捨て時にスロープを使用する時は、事前

に凍っていないか確認し、無理はせず安全な

方法をとるようにする。 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

☑危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・寒い時期が近づくにつれ、注意喚起

を行った。 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・スロープで滑って転んだという報告

は一つもなかった。 

・率先してスロープの雪かきをする職

員もいた。 

・凍っている中、雪が積もっている中

作業をする職員はいたため、今後の

課題ではある。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部高齢福祉課住居支援係 

スローガン【健康職場 つくる まもるは みんなが主役】 

 

部署：住居支援係 

日時：平成２８年１１月７日（月） 

□環境 ・ □方法 ・ □部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてください 

・通勤時の履物は、スニーカーやブーツ等滑り

にくい物を履く様にする。 

 

 

 

 

ということについて 

・スニーカーやブーツ等滑りにくい物を履く様

にする。 

・天候の悪い日のみではなく、今の内から一人

ひとりの意識を高めて実行していく。 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・本格的に雪が降る前から、職員に注

意を呼びかけ備えるようにした。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・職員一人ひとりが意識し、天候に応

じた履物を選択する様になってい

た。 

・スニーカーを履いていた職員が一人

雪道で滑り、転倒したという報告が

１件あったが、それ以外は特に聞か

れていない。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部高齢福祉課ショートステイ係 

 

部署：ショートステイ係 

日時：平成２８年１１月１１日（金） 

□環境 ・ ☑方法 □部署内の方策 ・  

☑職員の意識などに関して考えてみてください 

・入荘・退荘時の送迎の際に路面凍結や積雪

がある中での送迎をする場合がある。 

・長靴など天候に応じた用意をするという認識

が薄い。大雪予報でも通常時と同様の出勤の

仕方をする職員もいる。 

 

ということについて 

・前日の天気予報を確認し、送迎時間の調整を

したり、積雪時には運転に慣れた職員が対応

する等の安全を考慮した調整が必要。 

・誰もが、送迎、雪かき等、外に出ることも想

定した準備を行う必要がある。 

・天候等に応じて、余裕をもった行動をする必

要がある。 

※翌日の天候等から考えられることを発信する

仕組み作りが必要。 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

写真なし 

 

 

 

 

 

改善後 

 

・天気予報を確認し、翌日の送迎の時間を調整するようになった。 

 

・凍結や積雪の中で送迎対応をする場面はほぼなかったが、天候

を事前に確認することと、送迎当番が決まっていることで対応

できる状態となっていた。 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

天気予報のチェックなどは、決まり

ごとはなく職員から気づきによる発

信のみであり、誰も何も言わなければ

通常とおりとなり個人の判断となっ

ている状況。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

 

・職員の出勤・退勤による事故はゼロ。 

・利用者送迎時の事故はゼロ。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部高齢福祉課健康支援係 

 

部署：健康支援係 

日時：平成２８年 11 月 1 日（火） 

□環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

冬は脱水にならないと思い込みがちであり、発

汗量も少なく口渇感がないため水分補給がおろ

そかになる。しかし、インフルエンザや風邪対

策には嗽・手洗いに加えて、喉や鼻の粘膜を潤

してウイルスの侵入を防ぐとともに、痰や鼻水

によってウイルスを体外に排出するための水分

補給も予防策の一つである。 

 

ということについて 

2Ｌ/日を目安に水分補給が必要。 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・11 月の聞き取りでは、夏場に比べ

て飲水量が約 500ｍｌ少なかった。 

・入浴介助後は意識して飲水している 

が業務中は忙しさもあり、おろそかに

なっている。 

・12 月から 2 月にかけ、空気の乾燥、

暖房による乾燥があったこともあり、

職員の感冒が多かった。 

改善時の工夫、改善後の状況 

・聞き取りをするとき、同時に冬季の

水分補給の必要性を伝えたことで、意

識した飲水ができている。（2 月聞き

取り施行） 

・加湿器稼働、マスク常時着用による

加湿を実践。 

・職員が意識したことで、利用者様の

インフルエンザ予防にもつながり、イ

ンフルエンザ発症はなかった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部実習相談課実習相談係 

 

部署：高齢福祉部実習相談課実習相談係 

日時：平成２８年１１月１２日（ 土 ） 

□場所 ・ □方法      に関して  

□利用者 ■職員 ■ご家族等（実習生）にと

って 

 

 

  冬期の転倒災害防止のために 

  早めの準備・対策が必要 

 

           ということについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 
 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

①職員玄関 出入口（掲示無）②事務室出入口（通常ポスター） 

   

改善後 

「季節に合わせた掲示物の掲示と入れ替え」を行いました。 

①職員玄関出入口に、雪道転倒事故注意のポスターを掲示。 

 外出・退出時の注意を呼びかけました。 

②事務室出入り口にも、啓発ポスターを掲示しました。 

               

 

 

 

 

  
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

 

冬期転倒防止について、早めの準備・

対策を啓発する掲示物になっていな

かった。 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

 

季節に合わせて、「冬の雪道・凍結時

の転倒防止」のポスターを掲示するこ

とで、「備え」「注意」の啓発につなが

ったと考えます。 

また、掲示物があることで目に入り、

声に出し、「雪道、気を付けて」「この

時間、凍結しているから帰り道気を付

けて」といった呼びかけを心掛けまし

た。 
 

 

①雪道転倒防止ポスター 

 

②雪道転倒 

防止ポスター 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部地域連携推進係 
 

部署：地域連携推進係 

日時：平成２８年１１月７日（月） 

☑4 環境 ・ ☑方法 ・ □部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみて下さい 

・昨年度も実施した「冬期危険箇所マップ」を

今年も実施する。 

 

 

 

ということについて 

・昨年度、「冬期危険箇所マップ」を設置したこ

とにより敷地内の危険箇所の周知が分かり

やすくできた。 

・危険と感じた人が随時書き込めるため、素早

く箇所を特定することにつながった。 

・継続してマップを活用した方がいい。 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前  

   

・写真の危険箇所マップを職員通用口へ継続して掲示している。 

・取り扱いについては昨年と同様。 

・総務へ昨年度の新たな転倒事故が発生した危険個所が追加され

ていないかを確認した。ハザードマップに追加箇所は『なし』

とのことで同じものを並べて掲示している。 

・ホワイトボード用マーカーを消すためのウェットティッシュを

新しいもとして設置し直した。 

 

改善後  

・今年度は積雪が少なかったが路面凍結は発生していた。 

・路面凍結により転倒事故が発生していたが、転倒の場所の情報   

 がマップへ記載するまでに時間がかかってしまった。 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

☑危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・昨年と同様の箇所へ掲示。 

・昨年の作成以降に新たな危険箇所

は発生していないとの確認であっ

た。 

・路面凍結や降雪の前に使用方法を 

再度全体へ周知していく。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・転倒直後にマップへ記載できても、

出勤時に通行する際には情報がな

いため、転倒直後にその現場にポー

ルを設置して情報を発信するなど

の新たな対策が必要となったため、

次年度の取り組みに加える。 

・マップが同じものだと「記載する」

「情報として見る」意識が薄れやす

いため、次年度は新たなマップを作

成する。（砂の場所なども加え） 

 
 



- 7 - 
 

〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部高齢福祉課ケアハウス支援係 

 

部署：ケアハウス支援係 

日時：平成２８年１１月４日（金） 

□環境 ・ ☑方法 □部署内の方策 ・  

☑職員の意識などに関して考えてみてください 

・冬季期間の職員の通勤時の履物や着る物に

ついて、安全面を考慮した装いにする 

 

 

 

 

 

ということについて 

 

・凍結や積雪の際に安全面を考慮し、職員が意

識して履物をチョイスする。また、着る物も

同様に意識した装いとする 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 
 

改善後 

     

      
 

 

☑４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

ゴミ捨て等で外に出る際にサンダ

ルを使用している。 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

雪や凍結に備え、長ぐつを置きいつ

でも使用出来るようにした。 

また、個人の履物も安全な物に履き替

えている。 

転倒事故等に繋がらず、履物や着る

ものに注意して取り組めた。冬季期間

は継続して行っていきたいと考える。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部地域サービス課中山地域係（相談支援担当） 

スローガン【健康職場 つくる まもるは みんなが主役】 

 

部署：中山地域係（相談支援担当） 

日時：平成２８年１１月１７日（木） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策   

☑職員の意識などに関して考えてみてください 

・これから感染症が流行る季節である。 

 

 

 

 

ということについて 

・感染症予防のための対策について、職員間で

確認が必要なのではないか。 

方法 

うがい、手洗い、換気、加湿について徹底す

る。 

 訪問時の準備物（携帯用アルペット等）を感

染委員を通じ確認、必要なものを準備する。 

 

という意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・訪問時の準備物は各自の判断で、統

一されていなかった。 

・換気は朝の 1 回のみとなっていた。 

 

  

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・携帯用アルペット訪問時に必ず持ち

歩く。 

・うがい、手洗い、換気、加湿を継続

する。換気は朝だけでなく、昼時間

にも実施することと決めた。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部地域サービス課中山地域係（在宅支援担当） 

 

 

部署：中山地域係（在宅支援担当） 

日時：平成２８年１１月１４日（月） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

室内が乾燥する事によってインフルエンザ

や風邪などの感染リスクが上がる 

 

 

 

 

ということについて 

加湿器を活用し室内の適正湿度を維持させ

ると共に加湿器の清掃と水入れを定期的に行

う必要がある 

洗濯物や濡れタオルなどを干し加湿の補助

とする 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

 

 

改善後 

  
 

 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

居室内の湿度が３０％を切る数値

だった。 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

毛布やバスタオルなど面積の大き

な布を干すことで、多少加湿数値が上

がり４０％近い数値まで上昇した。 

また、加湿器の清掃を定期的に行う

ことで、衛生面で清潔につながってい

る上に、節電にもつながっている。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部地域サービス課中山地域係（在宅支援担当） 

 

部署：中山地域係（在宅支援担当） 

日時：平成２８年１１月１４日（月） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

窓が結露する事によって、カーテンにカビが

生えると共に、夜と朝に窓が凍結し開閉が出来

なくなっている 

 

 

 

ということについて 

凍結している際、無理に開けようとすると窓

の破損や職員の怪我につながる可能性があり

解消する必要がある。 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

 
 
 
 

改善後 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

窓に結露が出来ており、カーテンが

触れることで黒カビが発生していた。 

また、氷点下時には結露部位が凍結

しており、開閉できなかった。 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

結露が発生しやすいサッシの横に

結露取りワイパーを設置し、結露時に

すぐに結露を取れるようにした。サッ

シの凍結は見られなくなった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部地域サービス課中山地域係（在宅支援担当） 

 

部署：中山地域係（在宅支援担当） 

日時：平成２８年１１月１４日（月） 

□環境  ☑方法 □部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

送迎時ご利用者様の自宅周辺に積雪や凍結

があると転倒する危険がある 

 

 

 

 

ということについて 

転倒を防止する為に、積雪や凍結に対応でき

る道具（スコップ、ほうき、砂、懐中電灯等）

を送迎車に準備しておく事が必要である 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 
 

 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

送迎車の車内に積雪や凍結に対応

できる道具を常時は積んでおらず、必

要に応じて準備していた為、急な天候

の変化に対応できない可能性があっ

た。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

以前より積んでいたスノーブラシ、

懐中電灯に追加して融雪剤と滑り止

めの砂を、使用しやすく保存もしやす

いペットボトルに入れて送迎車に搭

載。 

朝晩の送迎時の路面凍結時にすぐ

に対応する事ができ転倒の危険を軽

減できた。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部地域サービス課国見地域係 

 

部署： 高齢福祉部地域サービス課国見地域係 

日時：平成２８年１１月１１日（金） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

①腰痛予防 

 

 

 

 

ということについて 

①－１ 内部研修で教えてもらった体操

などをおこなう。（座ったままできる体

操、片足上げ、掃除機をかけるときに腰を

痛めないような姿勢をとるなど） 

①－２ 身体を冷やさないようにするた

め、昼食の食材に身体を温める野菜など

を購入する。 

 衣類の素材やカイロなどで冷えを予防

する。 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前  

 

改善後 

  
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

  腰に負担がかかる姿勢で掃除機を

かけていたり、仕事中にできそうな腰

痛予防体操にあまり取り組めていな

かった。 

 身体を温めるための意識がそれほ

ど持てていなかった。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

①-1 掃除機をかけるときには腰を伸

ばすような姿勢でストレッチを合わ

せて行えるように心掛けた。 

 

②-2 身体を温める食材を調べ、調理

するときに意識して使用するように

なった。自分の体感温度に合わせて脱

いだり着たりできるものを各自で用

意して調節していた。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜高齢福祉部地域サービス課国見地域係 

 

部署： 高齢福祉部地域サービス課国見地域係 

日時：平成２８年１１月１１日（金） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策   

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

②和室の収納棚やカラーボック

スの整理 

 

 

 

 

ということについて 

②整理して見た目も綺麗になり、レクリ

エーションをおこなう時に、時間に無駄

がなく効率よく物を取ることができる。 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前    

 

改善後 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

②収納棚やカラーボックスのどこに

何が入っているのかが把握できてい

ない状況があった。 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

②いるものいらないものに分け、いら

ないものは処分した。棚がすっきりと

して見やすい状態になった。 

 カラーボックスは種類ごとに分け

て入れるところまでやれている。今後

何が入っているのがわかるように明

記する予定。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜児童福祉部児童福祉課保育支援係・子育て相談支援係 

 

部署：児童福祉部児童福祉課保育支援係 

日時：平成２８年 １１月  １１日（金） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

積雪時、保育園職員駐車場と駐車場出入り口の

通路が凍結し、滑りやすくなる。 

 

 

 

ということについて 

 

出入り口付近は坂道になっており、凍結してい

ると歩行するのもかなり危険な状態となり、転

倒しそうになったり、実際転倒することもあり 

危険である。 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

☑４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

早く出勤した職員や、雪かきに出るこ

とが出来る職員が雪かきを行ったり、

融雪剤を撒くなどするがそれでは追

いつかず、凍結してしまうと氷も厚

く、取り除くのも困難な状況となる。 

歩行するのも怖いと感じる。 

改善時の工夫、改善後の状況 

① 雪かき、融雪剤を撒くなどの対策

は引き続き行っていく。 

→駐車場に雪かき用具を置いてお

き出勤した職員がそれぞれこまめ

に雪かきをしたことでひどい凍結

を防ぐことができた。 

② 転倒防止用のマット（例えば、人

工芝マット）を敷くなど、転倒防

止や歩行しやすい対策を考える。 

→今年は積雪が少なく、こまめな雪

かきと融雪剤散布で対応できた。 
 

ここに雪かき用具を設置しました 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜児童福祉部児童福祉課自立支援係 

 

部署：児童福祉部児童福祉課自立支援係 

日時：平成２８年１１月３日（木） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

・せんだんの家の外階段及び玄関周り

の凍結 

 

 

 

 

 

ということについて 

・融雪剤の設置場所を決めて職員間で共有し、

効率の良い作業を行う。 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

 

 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・以前から融雪剤はあったが設置場

所は決まっていなかった。 

 

 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・設置場所は職員間で検討し、児童の

目に入らない屋外の物置となった。 

・融雪剤の設置場所を決めたことに

よ 

 り、効率よく作業を行うことができ 

 た。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜児童福祉部児童福祉課自立支援係 

 

部署：児童福祉部児童福祉課自立支援係 

日時：平成２８年１１月３日（木） 

■環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

・加湿器を清潔に保ち室内の乾燥を防

ぎ、湿度を保つ。 

 

 

 

 

 

 

ということについて 

・週に一回、加湿器の掃除をする。 

・掃除方法を共有する。 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

 

 

 

 

 

改善後 

・週に１回、加湿器を掃除する。 

・掃除方法を共有する。 

 

 

 
 

 

■４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

■作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

掃除方法と、掃除の頻度が共有されて

おらず、気付いた人がやっていた。 

 

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・掃除方法の周知が不十分だったた

め、週一回行っているか曖昧な部分

があった。 

・湿度計を確認するなど、加湿器を使

用し室内の乾燥を防ぐことを意識

するようになった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜児童福祉部児童福祉課障がい支援係（遊杜家） 

 

部署：児童福祉.部 児童福祉課 障がい支援係 

日時：平成２８年１０月２７日（木） 

□環境 ・ □方法 ☑部署内の方策 ・  

☑職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

冬、雪が降り積もった時の対策について 

 ①玄関、駐車場が滑る 

 ②寮の屋根から雪が落ちてくる 

 

 

 

ということについて 

 

 ①玄関、駐車場での転倒 

 ②屋根から雪が落ち、人や車に直撃したら危

険 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

改善後 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

☑危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・雪の情報は、各職員が、天気予報で

事前に情報を得ていた。 

・玄関、駐車場の雪かきは、利用者が

来る前に行い、凍結防止のため融雪剤

を散布している。 

・屋根に雪が積もっても車を停めて

いた。 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・例年通り、雪の情報は、事前に天気

予報で調べ備える。 

・玄関、駐車場の雪かき、凍結防止を

行なう。 

・屋根に雪が積もりだしたら、他の駐

車場に車を停める。利用者が、車に乗

る際は、屋根付近に停車せず安全な場

所へ停車させる。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜児童福祉部児童福祉課障がい支援係（杜の子ハウス） 

 

部署：児童福祉部児童福祉課障がい支援係杜の子ハウス 

日時：平成２８年 １１月 １１日 （金） 

□環境 ・ ☑方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

冬になりストーブの使用が始まると結露がひ

どく、建物北側の和室押入れ左角に水が溜まっ

てしまう。 

 

 

 

 

ということについて 

 

現在すのこを使用しているが、水が溜まってし

まい、カビが発生することもある。押入れには

備品等も入っており不衛生である。 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

改善後 

 
 

 

☑４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・新聞紙の上にすのこを置きその上

に物品を置いていた。 

・いつも襖を閉めており換気もして

いなかった。 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・押入れを整理し物品を置かないよ

うにした。 

・週に 1 度のハイター清掃の時に換

気をおこない、結露の確認をする。

新聞紙が濡れている時は交換する。 

・毎週換気をおこなっていたところ

結露が発生しなくなった。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜総務部総務課総務・会計係 

 

部署：総務部総務課総務・会計 

日時：平成２８年 11 月 16 日（ 水 ） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてくださ

い 

 

乾燥による体調不良に気をつける 

 

 

 

ということについて 

 

加湿器を設置しても湿度が上がらない為、個

人での体調管理が必要 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

        インフルエンザ警報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   低すぎて測定不能 

 

改善後 

 
 

 

☑４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

□作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・ロビーが広く加湿器を設置してい

るが、湿度が上がらず、湿度計の表示

が「インフルエンザ」警戒・「LL」測

定不能で湿度最低値になる。 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

事務所内の湿度を上げることは難し

い 

為、個人で加湿器を使い湿度を確保し 

たり、マスクを着用するなど乾燥によ

る体調不調を防ぐことを意識した。 
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〈衛生委員会用 報告シート〉 

平成２８年度 冬期安全推進活動報告 部署：せんだんの杜総務部総務課総務・会計係 

 

部署：総務部総務課総務・会計 

日時：平成２８年 11 月 16 日（ 水 ） 

☑環境 ・ □方法 □部署内の方策 ・  

□職員の意識などに関して考えてみてください 

 

日が短くなり、暗い場所での転倒リスクが 

 高まる 

 

 

ということについて 

 

 転倒を予防したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

と思うという意見を採用して取り組んだ 

※４S（整理・整頓・清潔・清掃）・危険箇所の改善・作業方法の

改善について抽出してください 

課題となった環境・方法、方策、意識等とその改善が分かる写真等 

改善前 

 

・冬期は凍結による転倒の他、寒さの為外着に手を入れたまま 

 転倒し、大けがにつながる。 

・外灯に頼ると暗くて見えづらい場所がある。 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 

・冬期ハザードマップを活用し、凍結個所の確認し気をつけた。 

 

・暗い場所では、転倒しないよう意識を強めて注意した。 

 

 

 

 

 

□４S（整理・整頓・清潔・清掃） 

□危険箇所の改善 

☑作業方法の改善 

に関して 

改善前の状況 

・凍結だけではなく、木の根っこ、段

差に注意が必要である。 

  

 

 

 

 

改善時の工夫、改善後の状況 

・朝、凍った上に雪が積もり転倒事故 

が発生した。 

 少しの傾斜でも凍ると滑りやすく

なるので、特に早朝などは注意が必要

である。 

 

 


